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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の条件下で電子制御信号に応答してエレベータかご（１６）を自動的に停止させる
ためのロープ無しシーブ無し停止機構（１０）と、
　上記電子制御信号に応答して上記停止機構を非動作位置から動作位置へと動かすととも
に、電子リセット信号に応答して離れた地点からリセット可能な少なくとも一つのスプリ
ングと、
　上記リセット信号に応答して上記スプリングおよび上記停止機構を非動作位置へ戻すよ
うに、上記スプリングに機能的に連結されたアクチュエータと、
　を備え、上記スプリングが、上記停止機構および上記アクチュエータの少なくとも一方
から分離可能に構成されたエレベータかご（１６）の制動装置であって、
　上記電子制御信号は、かごの速度が所定の閾値を超えた過速状態に応答して発せられ、
　上記停止機構（１０）は、ガイドレール（２０）の両側に位置するよう取り付けられた
少なくとも一組のセーフティウェッジ（１８）と、上記セーフティウェッジ（１８）と協
働して該セーフティウエッジ（１８）が上記非動作位置から上記動作位置に移動したとき
に上記ガイドレール（２０）に制動力を与えるセーフティハウジング（１２）と、を含み
、
　上記セーフティウエッジ（１８）の各々に少なくとも一つのスプリングが関連するよう
に、上記スプリングとして複数のスプリングを含み、
　さらに、これらのスプリングを上記アクチュエータに接続するコネクタ（３２）を備え
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、該アクチュエータが上記スプリングを非動作位置に戻すことを特徴とするエレベータか
ご（１６）の制動装置。
【請求項２】
　上記停止装置（１０）は、上記セーフティウェッジ（１８）を上記非動作位置に保持す
るための第一の保持装置（２６）と、上記セーフティウェッジ（１８）を上記動作位置に
ロックする第二の保持装置（２８）と、を備え、上記の少なくとも一つのスプリングは、
上記第一の保持装置（２６）が上記電子制御信号に応答して解放されたときに上記セーフ
ティウエッジ（１８）を上記非動作位置から上記動作位置へ移動するように上記セーフテ
ィウェッジ（１８）と関連していることを特徴とする請求項１に記載の制動装置。
【請求項３】
　上記第一の保持装置（２６）及び第二の保持装置（２８）が各々ソレノイドを備えるこ
とを特徴とする請求項２に記載の制動装置。
【請求項４】
　かごの速度が所定の閾値を超えた過速状態に応答して発せられる電子制御信号に応答し
てエレベータかご（１６）を自動的に停止させるためのロープ無しシーブ無し停止機構（
１０）と、
　上記電子制御信号に応答して上記停止機構を非動作位置から動作位置へと動かすととも
に、電子リセット信号に応答して離れた地点からリセット可能な少なくとも一つのスプリ
ングと、
　ガイドレール（２０）の両側に位置するよう取り付けられた少なくとも一組のセーフテ
ィウェッジ（１８）、および、上記セーフティウェッジ（１８）と協働して該セーフティ
ウエッジ（１８）が上記非動作位置から上記動作位置に移動したときに上記ガイドレール
（２０）に制動力を与えるセーフティハウジング（１２）と、
　を備え、
　上記停止装置（１０）は、上記セーフティウェッジ（１８）を上記非動作位置に保持す
るための第一の保持装置（２６）と、上記セーフティウェッジ（１８）を上記動作位置に
ロックする第二の保持装置（２８）と、を備え、上記の少なくとも一つのスプリングは、
上記第一の保持装置（２６）が上記電子制御信号に応答して解放されたときに上記セーフ
ティウエッジ（１８）を上記非動作位置から上記動作位置へ移動するように上記セーフテ
ィウェッジ（１８）と関連しており、
　さらに、
　上記電子リセット信号に応答して上記スプリングおよび上記セーフティウエッジを非動
作位置へ戻すように、上記スプリングに機能的に連結されたアクチュエータと、
　上記アクチュエータ（２２ａ）にスプリング（２４）を連結するコネクタ（３２）であ
って、上記セーフティウェッジ（１８）が非動作位置にあるときに自動的に上記アクチュ
エータ（２２ａ）から分離し、上記セーフティウェッジ（１８）が動作位置にあるとき自
動的に上記アクチュエータ（２２ａ）に連係するコネクタと、
　を備えていることを特徴とするエレベータかごの制動装置。
【請求項５】
　上記アクチュエータ（２２ｂ）は、上記コネクタ（３２）と連動するよう取り付けられ
たキャリアプレートと、かごフレーム（１４）により支持されたモータ（４０）と、上記
モータ（４０）の出力に関連するギアボックス（４２）と、上記ギアボックス（４２）に
より駆動される直動型ねじ（４４）に連結された電磁石（４６）とを備え、上記キャリア
プレート（４８）は、該キャリアプレートの作動後に上記キャリアプレート（４８）をリ
セットするために上記ねじ（４４）が上記電磁石（４６）を動かしてキャリアプレート（
４８）と接触させたときに、上記電磁石と選択的に連結されることを特徴とする請求項１
に記載の制動装置。
【請求項６】
　エレベータかごの速度を監視する少なくとも一つのセンサを備え、このセンサがエレベ
ータ制御装置と通信して、該制御装置がエレベータかごの動きを制御するために上記電子



(3) JP 4709650 B2 2011.6.22

10

20

30

40

50

制御信号を生成し、
　上記停止機構（１０）は、上記電子制御信号に応答して、エレベータかごの速度が所定
の閾値を超えたときにエレベータかごを自動的に停止させる非常停止機構を備えることを
特徴とする請求項１に記載の制動装置。
【請求項７】
　（ａ）エレベータのブレーキ動作の必要性を識別するステップと、
　（ｂ）ステップ（ａ）に続いて、ロープ無しシーブ無し停止機構（１０）を作動させて
エレベータかご（１６）を停止させる電子制御信号を生成するステップと、
　（ｃ）上記電子制御信号に応答して、上記停止機構を少なくとも一つのスプリングによ
って非動作位置から動作位置へ動かすステップと、
　（ｄ）電子リセット信号に応答して、離れた地点から、上記少なくとも一つのスプリン
グを非動作位置へリセットするステップと、
　（ｅ）上記スプリングが、上記停止機構および上記アクチュエータの少なくとも一方か
ら分離可能に構成されていて、上記リセット信号に応答して上記スプリングおよび上記停
止機構を非動作位置へ戻すように、上記スプリングに上記アクチュエータを接続するステ
ップと、
　を含むエレベータかご用制動装置の作動方法であって、
　上記停止機構（１０）は非常停止機構からなり、ステップ（ａ）は望ましくない動作状
況を識別することをさらに含み、
　さらに、エレベータかご（１６）と連動するセーフティハウジング（１２）を固定する
ステップと、ガイドレール（２０）の両側にセーフティウェッジ（１８）を位置決めする
ステップと、セーフティウェッジ（１８）とハウジング（１２）をエレベータかご（１６
）の動きに合わせて取り付けるステップと、を含み、上記ステップ（ｂ）は非動作位置か
ら動作位置に上記スプリングによってセーフティウェッジ（１８）を動かすことを含み、
　セーフティウェッジ（１８）が非動作位置から動作位置へと動くに従って、セーフティ
ウェッジ（１８）をガイドレール（２０）と摩擦接触させるステップを含み、
　少なくとも一つのスプリング（２４）をセーフティウェッジ（１８）に連結するステッ
プと、キャリアプレート（４８）をスプリング（２４）と連動するように取り付けるステ
ップと、上記スプリングを動作位置から非動作位置へ戻すように上記キャリアプレートの
動作をソレノイドアクチュエータ（２２ｂ）によって制御するステップと、を含むエレベ
ータかご用制動装置の方法。
【請求項８】
　エレベータかごの速度が所定の閾値を超えたときに上記ステップ（ａ）において識別さ
れた過速状態に応答して、上記電子制御信号を生成することを特徴とする請求項７に記載
の方法。
【請求項９】
　第一の保持機構（２６）によって非動作位置にセーフティウェッジを保持するステップ
と、第一の保持装置（２６）が電子制御信号に応答して解放されたときにセーフティウェ
ッジ（１８）を非動作位置から動作位置へ移動させるようにセーフティウェッジ（１８）
の各々に少なくとも一つのスプリング（２４）を連結させるステップと、第一の保持機構
（２６）が解放されたときに第二の保持機構（２８）により動作位置にセーフティウェッ
ジ（１８）を保持するステップと、を含む請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　電磁石（４６）を用いて非動作位置にセーフティウェッジ（１８）とキャリアプレート
（４８）とを保持することで、スプリング（２４）のスプリング力に打ち勝つようにソレ
ノイドアクチュエータ（２２ｂ）を作動させるステップと、望ましくないエレベータの動
作状態の識別に応答して、初期位置から電磁石（４６）を解放し、スプリング（２４）が
セーフティウェッジ（１８）を動作位置に動かすようにするステップと、を含む請求項７
に記載の方法。
【請求項１１】
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　電子リセット信号に応答して電磁石（４６）を駆動しキャリアプレート（４８）に接触
させるステップと、キャリアプレート（４８）と電磁石（４６）を連結させるために電磁
石（４６）を作動させるステップと、非動作位置へセーフティウェッジを戻すためにキャ
リアプレート（４８）と電磁石（４６）とを初期位置へ動かしスプリング（２４）を圧縮
するステップと、を含む請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　電磁石の直線運動を制御するように、電気モータ及びギアボックスへ電磁石を結合する
ステップをさらに含む請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　エレベータかごは、該エレベータかごの両側に配置されたガイドレールに沿って昇降路
内を移動するかごフレームに、かご室が支持されてなり、上記停止機構は、ガイドレール
の少なくとも一方に関連して設けられていることを特徴とする請求項１に記載の制動装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、一般的に、エレベータシステム用の電気的に制御されるブレーキシステム
に関する。より詳しくは、この発明はロープ及びシーブの無い遠隔操作によるリセットの
可能なエレベータ用の非常停止装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エレベータは、エレベータ構成要素の故障または他の制御不能状態に応答して、過度の
速度での走行を防止するセーフティシステムを含む。従来は、エレベータのセーフティシ
ステムは、ガバナと一般的に呼ばれる速度検出装置と、ガバナロープと、エレベータのガ
イドレールを選択的に把持するように、エレベータのかごフレームに取り付けられた非常
止めつまりクランプ機構と、エレベータピットの位置にあるテンションシーブと、を含む
。ガバナは、エレベータの上に位置する機械室にあるガバナシーブを含む。ガバナロープ
は、エレベータかごとともに動くように取り付けられ、ガバナシーブとテンションシーブ
との間で完全なループ状をなす。
【０００３】
　ガバナロープは機械的なリンク機構とリフトロッドを介して非常止めと接続されている
。非常止めは、ガバナロープと連動するように取り付けられたブレーキパッドと、エレベ
ータかごと連動するように取り付けられたブレーキハウジングと、を含む。万一、巻き上
げロープが破損したり、他のエレベータの作動構成要素が故障し、エレベータかごが過剰
な速度で移動した場合に、ガバナはクラッチを解放し、ガバナロープを把持する。これに
より、エレベータかごは下降するが、ロープは停止する。ブレーキハウジングがエレベー
タかごと共に下降するのに対し、ブレーキパッドはロープに繋がれており上昇する。ブレ
ーキパッドがブレーキハウジングと反対方向に移動したときに、ブレーキパッドが
ガイドレールに対して摩擦力を生じるよう、ブレーキハウジングは楔形をしている。つま
り、ブレーキパッドは、エレベータかごとガイドレールの間に相対運動が生じないように
、ガイドレールとブレーキハウジングとの間で楔形になる。　
【０００４】
　制限スプリングがブレーキハウジングを支持しており、このスプリングがレールに対し
て作用する垂直力を調整し、ひいては、ブレーキパッドとガイドレールの間で生じる摩擦
力を調整する。システムをリセットできるまで、ガバナロープはブレーキパッドを保持し
、ブレーキパッドとガイドレールの間に生じる摩擦力は所定の閾値を超過したままである
。
【０００５】
　セーフティシステムをリセットするために、ブレーキハウジング（すなわちエレベータ
かご）を上昇させる必要があり、その間ガバナロープは同時にクラッチから解放される。
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この動作によりブレーキパッドは初期の位置に戻る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　この従来のセーフティシステムの一つの短所は、シーブ、ロープ及びガバナの取り付け
の時間が非常にかかることである。もう一つ別の短所は、システムを効果的に動作させる
のに要する部品の数が著しく多いという点である。ガバナシーブアッセンブリ、ガバナロ
ープ及びテンションシーブアッセンブリは高価で、昇降路、ピット及び機械室内で非常に
多くのスペースを取る。また、ガバナロープとシーブアッセンブリの動作はかなり大きな
ノイズを伴うが、これは望ましくない。さらに、構成部品と可動部品の数の多さによって
メンテナンスコストを増加させる。これらの短所は現代の高速エレベータに著しく大きな
影響力を与える。
【０００７】
　本発明は、遠隔操作によりリセット可能な改良されたセーフティシステムであり、上記
の短所を避けるためにガバナ、ロープ、及びテンションデバイスに依存しないものである
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、昇降路内のエレベータかごの動きをある条件で停止する電子制御信号に応答
する停止装置を含んだエレベータ用のブレーキシステムである。速度検出装置はエレベー
タ速度を常時監視している。エレベータ制御装置は、エレベータ速度に基づき電子制御信
号を発生させる。本発明のセーフティシステムは、ガバナシーブ、ガバナロープ、及びテ
ンションシーブのいずれも要さない。さらに非常停止装置は、離れた位置から選択的にリ
セットを行うことが可能である。停止装置はエレベータセーフティシステムで利用され、
非常停止装置を構成することが好ましい。
【０００９】
　ある開示された実施態様においては、ガイドレールの両側に位置するセーフティウェッ
ジを非常停止装置は含む。セーフティハウジングは、エレベータかごと共に動くよう固定
されている。セーフティウェッジが非動作位置から動作位置へ動くと、ガイドレールへ制
動力が働くように、セーフティハウジングはセーフティウェッジと協働する。第一の保持
装置はセーフティウェッジを非動作位置に保持し、第二の保持装置は動作位置にセーフテ
ィウェッジをロックする。第一の保持装置が、システムアクチュエータからの電子制御信
号に応答して解放されたときに、非動作位置から動作位置へセーフティウェッジを動かす
ために、スプリングがセーフティウェッジの各々と関連している。
【００１０】
　別の例では、非常停止装置は、セーフティウェッジを動作させるソレノイドアクチュエ
ータを利用している。ソレノイドアクチュエータは、電気モータ、電磁石、直動型ねじ、
ギアボックスを含む。キャリアプレートは接続部材を介してスプリングと連繋している。
電磁石は、非動作運転の間、スプリングを圧縮状態としつつ、キャリアプレートを所定位
置に保持する。セーフティシステムが作動すると、電磁石はキャリアプレートを解放して
、スプリングがセーフティウェッジを動かしてエレベータかごを停止するためガイドレー
ルに接触させる。
【００１１】
　システムがリセット信号を受信すると、電磁石が移動してキャリアプレートと接触する
ようにギアとモータは連動する。そして電磁石は、スプリングを圧縮する十分な力でキャ
リアプレートをモータへ接続するように励磁される。次にモータとギアボックスは電磁石
とキャリアプレートを非動作位置に引っ張り、スプリングは圧縮状態に保持される。
【００１２】
　本セーフティシステムは設備費用と据付時間を減少できる。さらに、本システムは少サ
イクルと少数の消耗部品によりメンテナンスが少なくなり、高層建築の利用において高速
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停止が可能である。好ましい実施態様についての以下の詳細な記述から、本発明の種々の
特徴と利点が、この技術分野における当業者に明らかになるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図１に示されるエレベータアッセンブリ２は、昇降路４の内部で動くように据付けられ
ている。エレベータアッセンブリ２は、エレベータアッセンブリ２の速度を常時測定する
速度センサ６を含んでいる。センサ６はエレベータ制御装置８と通信し、エレベータ制御
装置８はエレベータアッセンブリ２の動作を制御する信号を生成する。この技術分野で公
知のどの種類の速度センサも、エレベータの速度を監視するために用いることができる。
また制御装置８はエレベータブレーキシステム１０と通信する。ブレーキシステム１０は
、多種多様なエレベータブレーキに組み込むことが可能な独特の構成を含んでいる。一実
施例では、エレベータブレーキシステム１０は、エレベータ２の過度の速度での走行を停
止させるエレベータセーフティブレーキシステムを構成している。
【００１４】
　図２に見られるように、エレベータセーフティブレーキシステムの一例が１０ａとして
概略的に示されている。エレベータセーフティブレーキシステム１０ａはエレベータかご
フレーム１４に連結されたセーフティハウジング１２を含んでいる。これにより、エレベ
ータかご１６の動きに応じてセーフティハウジング１２も動く。セーフティウェッジ１８
はガイドレール２０の両側の位置に取り付けられており、通常はガイドレール２０から離
れた位置にあり、通常のエレベータ運転中の自由な動きが許容される。
【００１５】
　制御装置８は、図３に示される動作位置つまりブレーキ位置から、図２に示される非動
作位置つまりブレーキの外れる位置までセーフティウェッジ１８を移動させるアクチュエ
ータ２２ａを含んでいる。あらゆる種類の既知のアクチュエータ２２ａをセーフティウェ
ッジ１８を移動させるために使用することができる。例えば、アクチュエータ２２ａはね
じ駆動装置又はソレノイドのような直動型アクチェエータからなる。
【００１６】
　スプリング２４は、ウェッジ１８を非動作位置から動作位置へ押し上げるため各々のセ
ーフティウェッジ１８と関連して設けられている。第一の保持装置つまりラッチング装置
２６は非動作位置でセーフティウェッジ１８を保持し、また、第二の保持装置つまりラッ
チング装置２８は動作位置にセーフティウェッジ１８を保持する。一実施例では、第一の
保持装置２６と第二の保持装置２８はソレノイドであるが、他種の保持装置つまりラッチ
ング装置も機械的及び電気的装置を含め使用することができる。
【００１７】
　図２に示すように、スプリング２４は、圧縮状態でセーフティウェッジ１８の下の位置
にあり、第一のラッチング装置２６により所定の位置に保持される。第一ラッチング装置
２６が動作すると（すなわち、スプリング終端との係合から後退すると）、スプリング２
４は、上方に伸張し、セーフティハウジング１２に対しセーフティウェッジ１８を動かし
てガイドレール２０に接触させる。セーフティウェッジ１８は第二のラッチング装置２８
に保持されるまで、上方へ移動する。このラッチング動作は、ソレノイドのアームを図３
に示す位置へ付勢するスプリング（図示せず）を使うことで、電力なしで行うことができ
る。
【００１８】
　図３に示すように、セーフティウェッジ１８が第二の保持装置２８によって所定の位置
で保持されると、符号３０で模式的に示したセーフティハウジング１２を支持する一般的
な垂直力限定スプリングが圧縮され、ウェッジ１８とレール２０との間の摩擦力が、所定
の閾値を超えて実質的に一定になる。
【００１９】
　エレベータかご１６が停止した場合、アクチュエータ２２ａは図４に示すようにスプリ
ング２４をリセットするため、動作させることが可能である。コネクタ３２はアクチュエ
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ータ２２ａと各々のスプリング終端３４を相互に連結している。コネクタ３２は、好まし
くはスチールシャフトであるが、例えば、ワイヤ及びテープのような他種の同様なコネク
タもまた利用できる。
【００２０】
　セーフティウェッジが動作待機している間、あるいは動作中は、セーフティウェッジ１
８がコネクタ３２からの抵抗力を受けずに移動するように、コネクタ３２がアクチュエー
タ２２ａから分離されていることが好ましい。セーフティウェッジ１８が第二の保持装置
２８により保持されると、コネクタ３２はアクチュエータ２２ａに自動的に連係される。
スプリング２４がアクチュエータ２２ａによってリセットされる際は、スプリング２４が
第一の保持装置２６を通過したときに、コネクタ３２が自動的にアクチュエータ２２ａか
ら分離するのが好ましい。これらの機能要件は、スプリングラッチ型機構により又は付加
的なアクチュエータを利用することにより満たすことが可能である。
【００２１】
　スプリング２４がリセットされると、セーフティシステム１０全体は、最初に第二の保
持装置２８をリセットし、その後にセーフティハウジング１２を上方に移動させることで
リセットが可能である。ソレノイド保持装置は保持動作のためのみに使われるので、低出
力アクチュエータを、好ましいソレノイド保持装置として使用することが可能であり、停
止位置からの復帰動作は低速で実行され得るので、アクチュエータ２２ａは高速なアクチ
ュエータの動作を要求しない駆動部品を含む。
【００２２】
　エレベータのセーフティブレーキシステムの他の実施例が図５に１０ｂとして概略的に
示してある。この構成は上記に示されたものと同様に、セーフティハウジング１２、ウェ
ッジ１８、スプリング２４およびコネクタ３２を使用している。この構成はさらに取付プ
レート３６を伴ったソレノイド作動システム２２ｂ、かごフレーム１４（図１）へプレー
ト３６を取り付けるためのクレビス３８、取付プレート３６に取り付けた電気モータ４０
、モータ４０に機能的に連結されたギアボックス４２、を含んでいる。ギアボックス４２
は、ボールねじ又はねじジャッキのような直動型ねじ４４を駆動する。アクチュエータ２
２ｂはまた、電磁石４６及びコネクタ３２を取り付けたキャリアプレート４８を含む。ナ
ット５０は、直動型ねじ４４と係合するように電磁石４６内部に収容されている。ナット
５０は移動のために電磁石４６に固定されている。ワイヤ５２が取り付けプレート３６と
電磁石４６の間に延びており、電磁石４６を選択的に励磁することができる電源（図示せ
ず）に機能的に接続される。システム１０ｂはまた、電磁石４６とキャリアプレート４８
の動きを監視するための少なくとも２つの接触センサ５４ａ及び５４ｂを含んでおり、そ
れらについてはより詳細に以下で述べる。
【００２３】
　この構成は、フェールセーフ形式としてセーフティブレーキシステム１０ｂの速い動作
を与え、かつセーフティウェッジ１８が常時動作可能な方式のセーフティブレーキシステ
ム１０ｂのリセット動作を備えている。ウェッジ１８のリセット動作は低速での操作が可
能であり、従って小型かつ経済性に優れたモータとギアボックスが使用できるものである
。構成部材の数を最小化しかつシステム１０ｂの複雑性を減少させるため、アクチュエー
タ２２ｂは、セーフティウェッジ１８の作動スプリング力の全体に対抗して直接的に作動
する。
【００２４】
　ギアボックス４２は、好ましくは、幅の狭いアクチュエータユニット用の遊星歯車装置
もしくは、平坦で低コストのシステム用のウォーム歯車装置を含んでいるが、他の歯車の
構成もまた使用することができる。
【００２５】
　図６から図９は、初期の非動作位置からシステムリセット位置へのセーフティシステム
１０ｂとアクチュエータ２２ｂの動作を示している。図６ではシステム１０ｂは待機状態
にある。フェールセーフスプリング２４は完全に圧縮されており、電磁石４６はキャリア
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プレート４８を介してスプリング２４を所定の位置に保持している。もし電力が失われた
り、またはエレベータかご１６（図１）の速度が所定の閾値を超える場合、システム１０
ｂは動作する。
【００２６】
　図７に示されるように、電磁石４６がキャリアプレート４８を開放し、スプリング２４
がセーフティウェッジ１８を加速させレール２０と接触させる。これにより垂直力制限ス
プリング３０が圧縮され、ウェッジ１８を動作位置つまりロック位置に保持するようにウ
ェッジ１８とレール２０の間に一定の摩擦が生じる。電気的なリセット信号を受信すると
、図８に示すように、モータ４０とギアボックス４２が作動して、電磁石４６を動かし、
電磁石４６とキャリアプレート４８が接触する。電磁石４６は、キャリアプレート４８を
アクチュエータ２２ｂへ接触させるために励磁され、直動型ねじがスプリング２４を圧縮
してセーフティウェッジ１８を解放することが可能となる。この接触は複数の接触センサ
５４ａのうち一つによって確認される。
【００２７】
　図９によって示されるように、リセットをする間、モータ４０とギアボックス４２は直
動型ねじ４４によって、電磁石４６とキャリア４８を待機状態へと引き込み、スプリング
２４を圧縮する。他方の接触センサ５２ｂは、電磁石４６が初期の非動作位置に戻ったこ
とを知らせる。リセット動作の途中でもセーフティシステム１０ｂが再作動しなければな
らない場合は、レール２０にウェッジ１８が再係合するよう、電磁石４６がキャリアプレ
ート４８を解放できる。
【００２８】
　あらゆる既知の摩擦制動面と摩擦ブレーキ部材を用いて本発明を利用することができる
と、理解されるものである。従って、セーフティハウジングとウェッジの記述は、本発明
で利用される摩擦制動面と摩擦ブレーキ部材の単なる一例に過ぎない。
【００２９】
　この特有のシステムは、従来のガバナシステムに対していくつかの利点を有している。
従来のガバナシーブとロープは用いないので低コストである。ノイズは、シーブとロープ
を備えないことによって大幅に減少できる。保守コスト、システムコスト及びダウンタイ
ムは、消耗部品がないため削減できる。またガバナロープを用いないので、ロープの伸び
の問題はなく、従って応答時間はあらゆる状況で一定である。装置は、もはやピットまた
は機械室に据え付ける必要はないので、取り付けコストもまた削減できる。最後に、シス
テムは昇降路で少ないスペースで済み、これは高速エレベータシステムでの利点となる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明のエレベータ安全装置を有するエレベータを概略的に示す図。
【図２】非動作位置にあるエレベータ安全装置の一実施例を概略的に示す図。
【図３】動作位置にある図２のエレベータ安全装置を概略的に示す図。
【図４】リセット位置にある図２及び図３のエレベータ安全装置を概略的に示す図。
【図５】本発明のエレベータ安全装置の他の実施例を概略的に示す図。
【図６】動作位置への待機状態にある図５の装置を概略的に示す図。
【図７】動作位置における図６のエレベータ安全装置を概略的に示す図。
【図８】システムリセット以前の再係合位置における図６のエレベータ安全装置を概略的
に示す図。
【図９】システムリセット中に生じるシステム復帰位置における図６のエレベータ安全装
置を概略的に示す図。
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